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技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　２　件　（九州　　0件　、九州以外　２件　）　
民　 間　　　２６　件　（九州　　0件　、九州以外　２６件　）　

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　近年、都市部で行われる駅改良事業等で施工される基礎杭は、施設大型化により大口径化の傾向に
ある。一方、同種の工事は多くが狭隘で低空頭の作業条件下であり、施工可能な従来技術は深礎工法
のみであった。深礎工法は止水や地盤強化のための薬液注入を実施後に人力掘削するため、非効率・
高コストであった。また、類似技術のＴＢＨ工法では適用杭径は最大2.0ｍと小さく、掘削機は同種の工事
に用いるには大きいため、駅利用者の流動のための空間確保の必要性から、実質上施工が困難なケー
スが多く見受けられた。これらの課題を解消するため、新しい場所打ち杭工法を開発した。

本工法（図１）はリバースサーキュレーションドリル工法を採用、ベースフレーム部にターンテーブルを配
置、その側部に駆動用の２台の小型油圧モータを配置。ターンテーブルを介してロッドを回転させ、掘削
を行う方法とした（図２）。これにより機械高さ1.8mの超低空頭仕様であっても、掘削ビットの上下の移動
距離であるストロークを1.1m確保でき、また機械を軽量・小型化したにもかかわらず類似技術の約1.7倍
である29.4KN･mの掘削トルクを装備、最大杭径3mまで掘削可能とした。またロッドは特殊ケリーロッドを
開発（図３）、同ロッドの側面突起部を用いて駆動力を伝達。ロッド接続作業ではマストを移動させる（図
４）ことで、接続するロッドを中心位置に容易にセットすることができ、ストローク余裕のない状況でも良好
な作業性を確保した。以上の工夫により、類似工法の約４割程度の機械高さを実現（図５）。また、新た
に開発した孔壁の安定解析ソフトウェアや、孔内水位管理・掘削管理システムの運用により、施工時の
安全性を向上させている

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

超低空頭場所打ち杭工法（孔壁防護注入を含む）は、従来技術の深礎工法（止水・防護注入を含む）と
比較し、コスト約26％ダウン、工期約46％ダウンが可能である。

４．技術の適用範囲

適用杭径：0.8m～3.0m　対象土質：一般土質　掘削時最小作業空頭：2.0m

２．技術の内容

５．活用実績

※別紙２



６．写真・図・表


